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本
会
の
野
尻
哲
雄
会
長

（
大
分
市
）
は
11
月
18
日
、

自
民
党
本
部
に
同
党
税
制
調

査
会
幹
部
を
訪
ね
、
ゴ
ル
フ

場
利
用
税
、
電
気
供
給
業
に

係
る
法
人
事
業
税
の
現
行
制

度
堅
持
を
含
む
地
方
税
財
源

確
保
に
つ
い
て
緊
急
要
望
し

た
。
来
年
度
税
制
改
正
で
両

税
見
直
し
に
よ
る
地
方
税
収

の
大
幅
減
の
懸
念
が
高
ま
っ

て
お
り
、
危
機
感
か
ら
改
め

て
働
き
掛
け
た
。

要
望
先
は
衛
藤
征
士
郎
税

制
調
査
会
副
会
長
、
小
渕
優

子
同
会
副
会
長
、
石
井
正
弘

同
会
幹
事
、
谷
公
一
同
会
幹

事
の
4
人
。

野
尻
会
長
は
電
力
課
税
に

つ
い
て
、
経
済
産
業
省
や
電

力
業
界
の
要
望
す
る
「
所
得

課
税
」
に
変
更
さ
れ
た
場
合
、

「
1
5
0
0
億
円
も
の
減
収

と
な
り
、
市
町
村
へ
の
法
人

事
業
税
交
付
金
も
減
収
に
な

る
」
と
指
摘
。
さ
ら
に
ゴ
ル

フ
場
利
用
税
に
つ
い
て
も

「
市
町
村
の
貴
重
な
税
財
源

で
あ
る
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
現
行
制
度
を
堅
持
す
る
よ

う
訴
え
た
。

電
力
課
税
は
長
年
、
「
収

入
金
課
税
」
方
式
が
取
ら
れ

て
い
る
が
、
経
産
省
・
電
力

業
界
は
電
力
自
由
化
の
進
展

を
理
由
に
一
般
企
業
と
同
様

に
所
得
課
税
へ
の
変
更
を
求

め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

本
会
は
「
必
ず
し
も
競
争
環

境
が
十
分
整
っ
て
い
な
い
」

「
原
発
を
は
じ
め
大
規
模
発

電
施
設
は
多
大
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
る
」
と
し

て
強
く
反
論
し
て
い
る
。

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
に
つ
い

て
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

来
年
に
控
え
、
文
部
科
学
省

・
関
連
業
界
が
非
課
税
年
齢

の
拡
充
（
18
歳
未
満
を
30
歳

未
満
、
70
歳
以
上
を
65
歳
以

上
に
）
を
要
望
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
本
会
な
ど
地

方
側
は
「
ほ
と
ん
ど
の
利
用

者
が
払
わ
な
く
て
済
む
よ
う

に
な
り
、廃
止
要
望
と
同
じ
」

と
し
て
猛
反
発
し
て
い
る
。

緊急要望

ゴゴ
ルル
フフ
場場
・・
電電
力力

現現
行行
制制
度度
堅堅
持持本

会
、
全
国
都
道
府
県
議

会
議
長
会
、
全
国
町
村
議
会

議
長
会
の
地
方
議
会
三
団
体

は
11
月
14
日
午
前
、
「
厚
生

年
金
へ
の
地
方
議
員

加
入
を
求
め
る
全
国

大
会
」
を
都
内
の
ホ

テ
ル
で
共
催
し
、
所

要
の
法
整
備
の
早
期

実
現
を
求
め
た
大
会

決
議
を
全
会
一
致
で

採
択
し
た
。

議
会
三
団
体
が
こ

の
問
題
で
共
催
し
て

全
国
大
会
を
開
く
の

は
初
め
て
。

終
了
後
、
本
会
の

野
尻
哲
雄
会
長
（
大

分
市
）
を
は
じ
め
三

議
長
会
会
長
が
揃
っ
て
永
田

町
に
岸
田
文
雄
自
民
党
政
調

会
長
、
鈴
木
俊
一
同
党
総
務

会
長
、
石
田
祝
稔
公
明
党
政

調
会
長
を
訪
ね
、
早
期
実
現

を
要
望
し
た
。

本
会
は
全
国
の
市
議
会
議

長
を
通
じ
て
各
地
方
選
出
の

国
会
議
員
へ
の
働
き
掛
け
を

強
め
て
い
く
。

初初
のの
共共
催催
全全
国国
大大
会会

野
尻
会
長

厚
生
年
金
加
入
要
望

議議
会会
三三
団団
体体

【
2
面
へ
続
く
】
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大
会
に
は
全
国
36
都
道
府

県
の
市
議
会
議
長
73
人
を
含

む
約
2
0
0
人
が
参
加
。
政

界
か
ら
は
自
民
、
公
明
、
立

憲
民
主
、
国
民
民
主
、
日
本

共
産
、
社
会
民
主
各
党
の
代

表
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
。

会
議
冒
頭
、
野
尻
会
長
が

主
催
者
代
表
と
し
て
「
地
域

社
会
の
活
性
化
、
住
民
福
祉

向
上
に
志
を
抱
く
誰
も
が
、

議
員
と
し
て
参
画
し
や
す
い

環
境
を
整
え
、
多
様
な
議
員

の
な
り
手
を
確
保
す
る
こ
と

は
地
方
議
会
の
喫
緊
の
課
題
。

私
ど
も
三
議
長
会
が
求
め
る

厚
生
年
金
加
入
は
、
地
方
議

会
が
抱
え
る
こ
の
問
題
解
決

に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の

だ
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て

田
中
英
夫
都
道
府
県
議
会
議

長
会
会
長
（
京
都
府
）
が
実

現
に
向
け
た
決
意
表
明
を
し

た
。こ

の
後
、
来
賓
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
自
民
党
の
坂
本
哲

志
「
地
方
議
会
の
課
題
に
関

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

（
Ｐ
Ｔ
）
」
座
長
は
「
自
民

党
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

あ
る
。
議
員
年
金
廃
止
法
案

審
議
に
際
し
て
の
『
概
ね
一

年
程
度
を
目
途
と
し
て
新
た

な
年
金
制
度
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
』
と
し
た
国
会
附
帯

決
議
を
重
く
受
け
止
め
る
べ

き
だ
と
の
意
見
が
あ
る
一
方
、

『
厚
生
年
金
の
適
用
拡
大
を

求
め
る
声
が
あ
る
中
で
地
方

議
員
の
先
行
加
入
や
、
地
方

自
治
体
に
発
生
す
る
公
費
負

担
に
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
の
か
』
と
の
指
摘
も
あ
り
、

引
き
続
き
、
議
論
を
継
続
さ

せ
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

公
明
党
の
桝
屋
敬
悟
政
調

会
長
代
理
は
「
厚
生
年
金
の

適
用
拡
大
が
今
の
大
き
な
流

れ
。
こ
の
中
で
地
方
議
員
の

在
り
方
も
国
民
の
理
解
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
「
与
野
党
協

議
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
約

束
し
た
い
」
（
高
井
崇
志
立

憲
民
主
党
総
務
部
会
長
）「
参

院
全
体
で
し
っ
か
り
議
論
を

進
め
て
い
き
た
い
」
（
森
本

真
治
国
民
民
主
党
総
務
部
門

長
）
「
国
民
的
な
合
意
を
得

る
た
め
の
議
論
が
必
要
」（
本

村
伸
子
日
本
共
産
党
総
務
部

会
長
）
「
党
派
を
越
え
て
議

員
立
法
で
出
す
べ
き
内
容

だ
」
（
吉
田
忠
智
社
会
民
主

党
総
務
部
会
長
）
と
の
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
た
。

採
択
し
た
決
議
は
、
厚
生

年
金
加
入
の
必
要
性
に
つ
い

て
「
民
間
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等

が
議
員
に
転
身
し
て
も
切
れ

目
な
く
厚
生
年
金
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
、
老
後

の
生
活
や
家
族
の
心
配
を
軽

減
し
、
議
員
活
動
を
充
実
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
と

訴
え
て
い
る
。

厚生年金への地方議会議員の
早期加入を求める大会決議

平成23年6月、地方議会議員年金制度が廃止された。市
町村合併の急速な進展に伴う議員数の削減などにより財政
状況が悪化し、持続的な制度として存続させることが困難
になったためである。
衆・参両議院の総務委員会では、制度廃止法案の採決に
際し、「概ね1年を目途として、国民の政治参加や地方議
会における人材確保の観点を踏まえた新たな年金制度につ
いて検討を行う」旨の附帯決議が全会一致で可決され、そ
の後、総務省からは、既存の被用者年金への加入を検討す
る場合の諸課題を整理した検討報告がなされた。
これを契機に、我々三議長会は、今日に至るまで厚生年
金への地方議会議員の加入を求め続けてきた。
地方分権の進展に伴い、また、社会経済の構造変化が進
む中、多岐にわたる政治行政課題の克服に向けて、地方議
会の果たすべき役割と責任はますます重要になっている。
このため、何より多様な人材の地方議会への参画が求めら
れている。
しかし一方、地方議会議員選挙においては、投票率の低
下が続き、無投票当選や定数割れの団体が増加するなど、
地方議会議員のなり手問題が深刻な状況にある。
サラリーマン層をはじめ、地域社会の福祉向上と活性化
に志を抱く誰もが立候補しやすい諸環境を整えることは、
議員のなり手を確保することにつながるものである。
とりわけ、厚生年金に地方議会議員が加入できるように
することは、民間サラリーマン等が議員に転身しても切れ
目なく厚生年金の適用を受けることとなり、老後の生活や
家族の心配を軽減し、議員活動を充実することができる。
未来の議員の豊かな源泉づくりに大きな弾みとなる。
よって、我々は、厚生年金への加入要件の拡大に向けた
議論が高まる中、地方議会における多様な人材確保等の観
点から、厚生年金へ地方議会議員が加入できるよう、所要
の法整備を早期に実現すること強く求める。
以上、決議する。

令和元年11月14日

全国都道府県議会議長会
全国市議会議長会
全国町村議会議長会

鈴木俊一自民党総務会長
（右から2人目）

石田祝稔公明党政調会長
（左から2人目）

岸田文雄自民党政調会長
（右から2人目）
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総
務
省
の

「
地
方
議
会

・
議
員
の
あ

り
方
に
関
す

る
研
究
会
」

（
座
長
・
只

野
雅
人
一
橋

大
学
院
教

授
）
の
第
3

回
会
合
が
11

月
15
日
、
都
内
で
開
か
れ
た
。

前
回
に
続
き
地
方
側
の
意

見
が
求
め
ら
れ
、
都
道
府
県

議
長
会
代
表
の
吉
田
栄
光
委

員
（
福
島
県
議
会
議
長
）
が

「
地
方
議
会
議
員
の
実
態
」

「
地
方
議
会
・
議
員
の
現
状

と
課
題
」
「
厚
生
年
金
へ
の

地
方
議
会
議
員
の
加
入
」
―

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
。

本
会
川
上
幸
博
地
方
行
政

委
員
長
（
出
雲
市
）
は
、
第

1
0
7
回
評
議
員
会
で
の
決

議
内
容
に
つ
い
て
、
若
者
や

女
性
を
含
む
幅
広
い
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
層
が
立
候
補
し
や
す

い
労
働
法
制
の
見
直
し
や
兼

業
（
請
負
）
禁
止
要
件
の
緩

和
、
厚
生
年
金
へ
の
地
方
議

会
議
員
の
加
入
な
ど
―
「
多

様
な
人
材
へ
の
市
議
会
へ
の

参
画
を
促
進
す
る
た
め
の
環

境
整
備
」
「
更
な
る
地
方
議

会
の
権
能
強
化
」
を
本
研
究

会
の
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、

議
論
を
重
ね
る
よ
う
改
め
て

求
め
た
。

会
合
で
は
、
前
日
14
日
に

開
催
の
「
地
方
議
会
活
性
化

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
9
」

（
総
務
省
主
催
）
で
講
演
し

た
河
村
和
徳
委
員
（
東
北
大

院
准
教
授
）
及
び
只
野
座
長

か
ら
報
告
が
な
さ
れ
た
。

同
研
究
会
は
今
後
、
地
方

制
度
調
査
会
の
答
申
な
ど
関

連
す
る
過
去
の
議
論
に
関
す

る
デ
ー
タ
や
資
料
を
踏
ま
え
、

地
方
議
員
の
な
り
手
不
足
の

要
因
を
整
理
し
、
地
方
制
度

調
査
会
で
の
調
査
・
審
議
な

ど
を
念
頭
に
置
い
て
議
論
す

る
こ
と
し
て
い
る
。

川上地方行政委員長
（出雲市）

本
会
の
各
委
員
会
が
相
次
ぎ
開
催
さ
れ
、
各
委
員
会

の
要
望
事
項
及
び
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
要
望
書

（
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
掲
載
）
を
決
定
。
政
府
・
与
党
な
ど
へ

要
望
し
た
。
今
号
は
、
地
方
行
政
、
地
方
財
政
、
社
会

文
教
、
産
業
経
済
、
建
設
運
輸
の
各
委
員
会
を
掲
載
。

地地
方方
行行
政政
委委
員員
会会

地
方
行
政
委
員
会
（
委
員

長
�
川
上
幸
博
出
雲
市
議
会

議
長
）
は
11
月
11
日
、
第
1

5
4
回
委
員
会
を
開
催
し
、

多
様
な
人
材
の
市
議
会
へ
の

参
画
促
進
対
策
な
ど
を
求
め

る
要
望
書
を
決
定
し
た
。

要
望
書
は
、
「
頻
発
・
激

甚
化
す
る
大
規
模
災
害
等
か

ら
の
復
旧
・
復
興
対
策
及
び

防
災
・
減
災
対
策
等
」
「
合

併
市
町
村
に
対
す
る
支
援
の

拡
充
」
な
ど
に
つ
い
て
前
回

か
ら
追
加
、
修
正
を
行
っ
て

お
り
、
ま
た
、
「
在
留
外
国

人
向
け
相
談
体
制
の
整
備
に

向
け
た
交
付
金
の
継
続
的
・

安
定
的
な
確
保
及
び
要
件
等

の
緩
和
に
つ
い
て
」
の
項
目

を
新
設
し
て
い
る
。

会
議
で
は
、
冒
頭
、
川
上

委
員
長
が
「
重
要
案
件
に
つ

い
て
引
き
続
き
皆
様
方
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
な

ど
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

ほ
か
、
講
師
説
明
と
し
て
、

阿
部
知
明
総
務
省
自
治
行
政

局
行
政
課
長
、
五
味
裕
一
同

省
消
防
庁
総
務
課
長
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
「
地
方
行
政
を
め

ぐ
る
最
近
の
動
向
に
つ
い

て
」
、
「
消
防
行
政
の
現
状

と
課
題
」
と
題
す
る
説
明
を

聴
収
し
た
。

会
議
終
了
後
、
川
上
委
員

長
、
佐
々
木
雅
宏
副
委
員
長

（
千
歳
市
議
会
議
長
）
、
久

坂
く
に
え
副
委
員
長
（
鎌
倉

市
議
会
議
長
）
は
、
二
之
湯

智
自
民
党
政
調
会
長
代
理
、

徳
茂
雅
之
同
党
総
務
副
部
会

長
ら
に
面
談
し
、
要
望
を
行

っ
た
。

地地
方方
財財
政政
委委
員員
会会

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員

長
�
江
上
隆
行
福
津
市
議
会

議
長
）
は
7
日
、
第
1
5
0

回
委
員
会
を
開
催
。
税
制
改

正
の
重
要
な
争
点
で
あ
る
法

人
事
業
税
の
電
気
供
給
業
へ

の
収
入
金
課
税
と
ゴ
ル
フ
場

利
用
税
の
現
行
制
度
堅
持
、

一
般
財
源
総
額
の
充
実
確
保

な
ど
を
求
め
る
令
和
2
年
度

地
方
税
財
政
対
策
に
関
す
る

要
望
書
を
決
定
し
た
。

江
上
委
員
長
は
あ
い
さ
つ

で
「
来
年
度
の
発
送
電
分
離

に
向
け
て
、
電
気
供
給
業
、

経
済
産
業
省
か
ら
法
人
事
業

税
の
課
税
方
式
の
見
直
し
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。『
収

入
金
課
税
』
を
一
般
企
業
同

様
の
『
所
得
』
を
基
本
と
し

た
課
税
方
式
に
変
更
さ
れ
る

と
、
1
5
0
0
億
円
も
の
減

あいさつする川上委員長
（出雲市）

二之湯自民党政調会長代理
（右から2人目）

徳茂自民党総務副部会長
（左から2人目）

あいさつする江上委員長
（福津市）

各
委
員
会

相
次
い
で
開
催

「地方議会・議員のあり方」研究会「地方議会・議員のあり方」研究会

「立候補しやすい労働法制」「立候補しやすい労働法制」
若者や女性若者や女性本 会
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収
と
な
り
、
市
町
村
へ
の
交

付
金
も
減
る
」
と
し
て
、
現

行
制
度
堅
持
へ
強
力
な
要
望

活
動
の
必
要
性
を
強
調
。

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
、
業

界
団
体
、
文
部
科
学
省
が
税

収
の
3
分
の
1
の
減
収
を
伴

う
非
課
税
措
置
拡
充
を
求
め

て
お
り
、
税
廃
止
に
つ
な
が

り
か
ね
ず
、
「
こ
ち
ら
も
断

固
と
し
て
現
行
制
度
の
堅

持
」
を
強
調
し
た
。

こ
の
あ
と
、
総
務
省
の
田

辺
康
彦
都
道
府
県
税
課
長
、

出
口
和
宏
交
付
税
課
長
が
講

師
説
明
を
実
施
。
会
議
終
了

後
、
江
上
委
員
長
、
北
川
広

人
副
委
員
長
（
高
浜
市
議
会

議
長
）
が
自
民
党
予
算
・
税

制
等
に
関
す
る
政
策
懇
談
会

で
要
望
陳
述
し
た
ほ
か
、
斎

藤
洋
明
総
務
大
臣
政
務
官
ら

に
面
談
要
望
し
た
。

社社
会会
文文
教教
委委
員員
会会

社
会
文
教
委
員
会
は
11
月

14
日
、
第
1
6
6
回
委
員
会

を
開
催
し
、
委
員
長
に
伏
谷

修
一
多
賀
城
市
議
会
議
長
、

副
委
員
長
に
牧
田
秀
憲
美
濃

加
茂
市
議
会
議
長
を
選
任
し

た
ほ
か
、
社
会
文
教
施
策
等

に
関
す
る
要
望
書
を
決
定
し

た
。要

望
書
は
、
▽
医
療
保
険

制
度
▽
地
域
医
療
施
策
▽
保

健
衛
生
施
策
等
▽
介
護
保
険

制
度
▽
少
子
化
対
策
等
▽
社

会
福
祉
施
策
▽
雇
用
対
策
▽

環
境
保
全
施
策
▽
文
教
施
策

―
の
9
項
目
で
、
評
議
員
会

で
各
部
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

要
望
を
盛
込
み
作
成
し
た
。

「
保
健
衛
生
施
策
等
」
で

は
、
麻
し
ん
（
は
し
か
）
等

対
策
、
水
道
施
設
に
対
す
る

財
政
支
援
を
、
「
少
子
化
対

策
等
」
で
は
児
童
虐
待
防
止

対
策
、緊
急
時
に
お
け
る「
市

区
町
村
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
」
へ
の
一
時
保
護
権

限
の
付
与
を
、
「
社
会
福
祉

施
策
」
で
は
、
社
会
福
祉
施

策
整
備
費
国
庫
補
助
金
の
十

分
な
予
算
確
保
を
、
「
文
教

施
策
」
で
は
、
学
校
施
設
の

耐
震
化
・
老
朽
化
対
策
等
に

つ
い
て
を
、
そ
れ
ぞ
れ
加
え

て
い
る
。

冒
頭
、
永
野
裕
夫
副
委
員

長（
土
佐
清
水
市
議
会
議
長
）

が
地
域
医
療
に
関
し
て
、
地

域
医
療
構
想
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
が
各
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
る

よ
う
、
国
の
支
援
を
求
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
強
調
し

た
。
会
議
で
は
、
工
藤
勇
一

千
代
田
区
立
麹
町
中
学
校
長

が
「
学
校
教
育
を
本
質
か
ら

問
い
直
す
」
と
題
す
る
特
別

講
演
を
し
た
。

会
議
終
了
後
、
伏
谷
委
員

長
、
永
野
副
委
員
長
、
牧
田

副
委
員
長
は
、
自
見
は
な
こ

厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
に
面

談
し
、
要
望
を
行
っ
た
。

産産
業業
経経
済済
委委
員員
会会

産
業
経
済
委
員
会
（
委
員

長
�
佐
藤
洋
桶
川
市
議
会
議

長
）
は
11
月
8
日
、
第
1
6

6
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、佐
藤
委
員
長
は「
本

委
員
会
は
国
民
生
活
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

各
分
野
を
所
轄
し
て
お
り
、

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

協
議
で
は
、
地
域
経
済
対

策
や
農
林
水
産
業
振
興
対
策

な
ど
を
求
め
る
要
望
書
を
決

定
。
前
回
の
要
望
書
を
基
に
、

災
害
復
旧
事
業
（
国
庫
補
助

分
）
の
予
算
執
行
期
限
延
長

措
置
や
中
小
企
業
の
経
営
者

保
証
問
題
解
消
な
ど
に
関
す

る
項
目
を
追
加
し
た
。

講
師
説
明
で
は
、
渡
辺
安

宣
農
林
水
産
省
経
営
局
農
地

政
策
課
調
査
官
が
「
農
地
利

用
の
最
適
化
に
向
け
た
農
業

委
員
会
の
取
組
に
つ
い
て
」、

山
崎
琢
矢
経
済
産
業
省
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
政
策

課
長
が
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
及
び
水
素
に
係
る
政
策

の
今
後
の
方
向
性
」
と
題
し

そ
れ
ぞ
れ
説
明
。

ほ
か
、
特
定
非
営
利
法
人

里
地
里
山
問
題
研
究
所
（
さ

と
も
ん
）
代
表
理
事
の
鈴
木

克
哉
氏
が「
獣
が
い
対
策
で

地
域
を
元
気
に
！
〜
地
域
主

体
の
獣
害
対
策
と
活
性
化
の

推
進
〜
」と
題
し
、獣
害
対
策

へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
た
地

域
の
関
係
人
口
の
増
加
な
ど

に
関
す
る
特
別
講
演
を
し
た
。

会
議
終
了
後
、
佐
藤
委
員

長
、
三
原
一
髙
副
委
員
長

（
駒
ヶ
根
市
議
会
議
長
）
、

相
原
一
永
副
委
員
長
（
吉
野

川
市
議
会
議
長
）
は
、
藤
木

眞
也
農
林
水
産
大
臣
政
務
官

ら
に
要
望
書
を
手
交
の
上
、

面
談
要
望
し
た
。

建建
設設
運運
輸輸
委委
員員
会会

建
設
運
輸
委
員
会
は
11
月

12
日
、
第
1
6
6
回
委
員
会

を
開
催
し
、
委
員
長
に
秋
田

斎藤総務大臣政務官
（中央）

伏谷社会文教委員長
（多賀城市）

自見厚生労働大臣政務官
（右から2人目）

佐藤産業経済委員長
（桶川市）

藤木農林水産大臣政務官
（右から2人目）

秋田建設運輸委員長
（川西市）
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修
一
川
西
市
議
会
議
長
を
選

任
し
た
ほ
か
、
建
設
運
輸
施

策
等
に
関
す
る
要
望
書
を
決

定
し
た
。

要
望
書
は
、
▽
自
然
災
害

対
策
の
推
進
▽
各
種
交
通
基

盤
整
備
の
推
進
▽
下
水
道
整

備
の
推
進
▽
観
光
立
国
の
推

進
の
4
項
目
で
前
回
か
ら
追

加
、
修
正
を
行
っ
て
お
り
、

特
に
「
観
光
立
国
の
推
進
」

で
は
、
豪
雨
や
震
災
な
ど
の

被
災
地
域
へ
の
観
光
復
興
や

地
方
空
港
、
無
電
柱
化
へ
の

支
援
に
つ
い
て
要
望
内
容
を

加
筆
し
た
。

会
議
で
は
、
風
間
輝
榮
副

委
員
長
（
阿
賀
野
市
議
会
議

長
）
が
「
激
甚
化
す
る
災
害

へ
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策

な
ど
の
諸
課
題
に
対
し
て
要

望
し
て
い
く
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
し
、
続
い
て
委
員
長
補

欠
選
任
を
行
っ
た
。

ま
た
、
特
別
講
演
と
し
て
、

牛
山
素
行
静
岡
大
学
防
災
総

合
セ
ン
タ
ー
教
授
が
「
地
域

を
知
り
、
防
災
を
考
え
る
―

最
近
の
豪
雨
災
害
か
ら
学
ぶ

こ
と
―
」
と
題
し
て
、
防
災

行
政
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い

て
見
解
を
述
べ
た
。

会
議
終
了
後
、
秋
田
委
員

長
、
風
間
副
委
員
長
、
出
水

睦
雄
副
委
員
長
（
出
水
市
議

会
議
長
）
は
、
小
里
泰
弘
自

民
党
国
土
交
通
部
会
長
、
今

村
雅
弘
同
党
災
害
対
策
特
別

委
員
長
ら
に
面
談
し
、
要
望

を
行
っ
た
。

小里自民党国土交通部会長
（右から2人目）

今村自民党災害対策特別委員長
（左から2人目）

「
一
人
一
花
推
進
課
」
。

本
会
九
州
部
会
長
市
の
福
岡

市
に
今
年
1
月
、
職
員
6
人

の
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
名
称
の

課
が
設
け
ら
れ
た
。
「
ま
ち

を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
」
―
。

こ
う
し
た
呼
び
掛
け
が
今
や

市
民
に
浸
透
、
大
都
会
の
福

岡
で
緑
に
彩
ら
れ
た
ま
ち
づ

く
り
が
進
ん
で
い
る
。

同
課
が
中
心
に
な
っ
て
昨

年
1
月
か
ら
取
り
組
む
運
動

は
そ
の
名
も
「
一
人
一
花
運

動
」
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が

市
内
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
花

を
植
え
、
育
て
、
飾
ろ
う
と

い
う
取
り
組
み
だ
。

天
神
や
博
多
駅
な
ど
の
都

心
部
で
数
多
く
の
花
壇
が
作

ら
れ
、
公
共
空
間
で
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
よ
る

花
壇
整
備
が
進
む
。
既
に
1

4
0
社
を
上
回
る
協
賛
企
業

を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民
、

団
体
が
共
鳴
し
て
運
動
を
支

え
、
商
店
街
、
店
舗
な
ど
で

の
植
栽
も
広
が
り
を
見
せ
る
。

「
年
齢
や
性
別
、
国
籍
な

ど
関
係
な
く
誰
も
が
楽
し
め

る
究
極
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
な
ツ
ー
ル
」
。

市
が
こ
う
注
目
し
た
花
だ

が
、
目
標
は
単
に
ま
ち
に
花

を
増
や
す
こ
と
で
は
な
い
。

「
花
に
よ
る
共
創
の
ま
ち
づ

く
り
」
が
一
番
大
き
な
狙
い

だ
。
主
役
は
市
民
、
企
業
で

あ
り
行
政
。
全
員
参
加
型
の

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
市
は
運
動
が
定

着
す
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
に
も
心
が
け
た
。

大
都
会
だ
け
に
訪
れ
る
人

も
多
い
。
福
岡
で
も
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
今
秋
の
ラ

グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で
は
世
界
中
か

ら
フ
ァ
ン
が
集
っ
た
。
2
0

2
1
年
に
は
水
泳
の
世
界
選

手
権
も
あ
る
。
花
い
っ
ぱ
い

の
ま
ち
は
、
こ
う
し
た
機
会

に
福
岡
を
訪
れ
る
多
く
の
外

国
人
へ
の
「
お
も
て
な
し
」

効
果
も
高
い
。

市
の
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
く
と
彩
り
鮮
や
か
な
画

面
が
広
が
る
。
紫
、
黄
色
、

緑
、
ピ
ン
ク
―
。
綺
麗
な
花

の
写
真
と
も
に
目
に
飛
び
込

む
の
が
運
動
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
「
一
人
一
花

Ｆ
Ｌ
Ｏ

Ｗ
Ｅ
Ｒ

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

Ｆ
Ｕ

Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
」
。
花
い
っ
ぱ

い
の
ま
ち
づ
く
り
に
励
む
市

の
意
気
込
み
が
こ
の
コ
ピ
ー

に
も
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

阿阿
部部
議議
長長
のの
話話

本
市
は
、
豊
か
な
自
然
環

境
と
充
実
し
た
都
市
機
能
が

コ
ン
パ
ク
ト
に
共
存
し
た
都

市
で
あ
り
、
国
内
外
で
住
み

や
す
い
都
市
と
し
て
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
博
多
ど
ん
た
く
港

ま
つ
り
や
博
多
祇
園
山
笠
等

の
行
事
も
有
名
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
季
節
は
や
っ
ぱ
り

鍋
物
、
特
に
も
つ
鍋
や
水
炊

き
等
が
イ
チ
オ
シ
で
す
。

私
が
先
頭
に
立
っ
て
本
市

の
食
の
魅
力（
お
食
事
処
等
）

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
是
非
ご
来
福
く

だ
さ
い
。

協賛企業の花壇
（写真提供＝福岡市）

花壇の手入れをするボランティア（同）

福岡市の専用ホームページから

阿部真之助議長
（福岡市）

部会長市
紹介（最終回）

花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り

〜
福
岡
市
〜

花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り

〜
福
岡
市
〜
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22
00
44
00
セセ
ミミ
ナナ
ーー
青青
森森

一一
人人
暮暮
らら
しし
高高
齢齢
者者
問問
題題

本
会
の
「
2
0
4
0
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
出
前
セ
ミ
ナ
ー
in

青
森
」
が
11
月
12
日
、
青
森

市
で
開
か
れ
た
。
青
森
県
下

の
市
議
会
議
員
を
中
心
に
約

1
8
0
人
が
参
加
、
高
齢
化

社
会
を
迎
え
る
中
で
の
介
護

・
医
療
問
題
に
つ
い
て
専
門

家
の
話
を
熱
心
に
聴
い
た
。

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ

タ
ー
の
中
澤
ま
ゆ
み
氏
が

「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
世
帯

と
在
宅
医
療
／
介
護
」
と
題

し
講
演
、
友
人
、
父
母
へ
の

介
護
経
験
を
も
と
に
課
題
な

ど
を
問
題
提
起
し
た
。

中
澤
氏
は
高
齢
化
の
進
展

に
よ
り
「
人
生
1
0
0
年
時

代
」
と
と
も
に
、
老
後
を
家

族
に
頼
れ
な
い
「
フ
ァ
ミ
レ

ス
（
ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ

ｌ
ｅ

ｓ
ｓ
）
時
代
」
を
迎
え
て
い

る
と
指
摘
。
ま
た
、
制
度
論

に
も
触
れ
、
こ
れ
ま
で
改
定

を
重
ね
て
き
た
介
護
保
険
制

度
が
2
0
2
1
年
改
定
で
さ

ら
に
介
護
認
定
が
厳
し
く
な

る
可
能
性
に
言
及
し
た
。

同
氏
に
よ
る
と
、
改
定
で

は
要
介
護
1
、
2
の
生
活
支

援
が
保
険
か
ら
外
れ
て
市
区

町
村
の
「
総
合
事
業
」
に
移

行
す
る
可
能
性
が
高
く
、

「
在
宅
で
の
認
知
症
支
援
が

専
門
職
で
は
な
く
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
任
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
多
く
の
人
が
重
症
化

す
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
の
懸

念
も
示
し
た
。

こ
う
し
た
医
療
・
介
護
環

境
の
大
き
な
変
化
の
中
、
住

民
側
は
高
度
化
す
る
在
宅
医

療
の
最
新
事
情
や
医
療
と
介

護
の
一
体
化
が
進
む
現
状
を

把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
強
調
。
支
え
る
側
は
地
域

全
体
で
住
民
の
健
康
と
ケ
ア

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ

き
だ
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
設
け
る

な
ど
の
仕
組
み
作
り
が
有
意

義
だ
と
指
摘
し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
在
宅
医
療
を

し
て
お
り
、
通
院
は
困
難
だ

が
、
継
続
的
、
計
画
的
に
医

療
が
必
要
な
人
の
と
こ
ろ
に

医
師
、
看
護
師
が
定
期
的
に

訪
問
し
、
健
康
管
理
の
お
手

伝
い
を
す
る
。
患
者
は
高
齢

者
ば
か
り
で
な
く
、
半
分
は

が
ん
。
在
宅
医
療
が
必
要
な

高
齢
者
の
8
割
が
認
知
症
の

状
態
。
診
療
圏
は
主
に
首
都

圏
で
、
東
京
23
区
に
8
診
療

所
、
3
県
に
4
診
療
所
の
計

12
カ
所
。
76
人
の
ド
ク
タ
ー

と
多
職
種
ス
タ
ッ
フ
で
約
4

5
0
0
人
の
在
宅
患
者
を
常

時
サ
ポ
ー
ト
。
診
察
室
は
な

く
、
1
日
平
均
36
台
の
往
診

車
が
年
間
36
万
㌔
走
る
。

高
齢
者
は
肺
炎
と
骨
折
で

入
院
す
る
。
3

分
の
1
は
入
院

中
に
亡
く
な
り
、

退
院
で
き
た
3

分
の
2
の
方
も
要
介
護
度
が

悪
化
。
お
金
も
か
か
る
。
高

齢
者
は
救
急
搬
送
、
入
退
院

を
繰
り
返
し
、
最
後
は
病
院

で
亡
く
な
る
。
具
合
が
悪
く

な
っ
て
も
、
24
時
間
対
応
で

往
診
で
き
れ
ば
、
救
急
車
の

代
わ
り
に
わ
れ
わ
れ
が
患
者

さ
ん
の
家
に
行
き
、
治
療
で

き
る
。
そ
れ
が
最
後
ま
で
で

き
れ
ば
、
そ
の
人
は
死
ぬ
ま

で
自
宅
で
生
活
で
き
る
。
地

域
全
体
が
チ
ー
ム
で
患
者
を

支
え
る
。

私
た
ち
は
体
の
機
能
だ
け

で
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
誰
か
に
必
要
と
さ
れ
、

誰
か
の
役
に
立
っ
て
、
そ
れ

が
自
分
の
存
在
意
義
、
生
き

が
い
に
つ
な
が
る
。
学
生
の

時
に
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
を
発
症
し
、
去

年
76
歳
で
亡
く
な
っ
た
「
車

い
す
の
天
才
宇
宙
物
理
学

者
」
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ホ
ー

キ
ン
グ
博
士
。
胃
ろ
う
と
人

工
呼
吸
器
を
使
っ
て
生
き
て

い
た
が
、
機
械
で
延
命
治
療

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
科

学
者
と
し
て
死
ぬ
ま
で
大
活

躍
し
、
私
生
活
で
も
3
人
の

子
供
に
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん

の
孫
に
囲
ま
れ
て
幸
せ
に
暮

ら
し
た
。
生
か
さ
れ
た
人
生

で
な
く
、
自
分
の
人
生
を
最

後
ま
で
生
き
切
っ
た
。
佐
賀

県
在
住
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
男
性
は

人
工
呼
吸
器
を
つ
け
て
25
年
。

胃
ろ
う
は
作
ら
ず
、
ビ
ー
ル

を
飲
む
。
一
方
的
に
支
え
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
24

時
間
介
護
提
供
の
会
社
を
つ

く
り
、
社
長
と
し
て
仕
事
を

し
て
い
る
。
雇
用
と
納
税
で

社
会
の
支
え
手
で
も
あ
る
。

尊
厳
と
は
、
ど
ん
な
状
況

で
も
最
後
ま
で
自
分
が
選
択

し
た
人
生
が
生
き
ら
れ
る
こ

と
。
在
宅
医
療
は
、
弱
っ
て

死
ん
で
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
で

き
る
だ
け
穏
便
に
、
な
る
べ

く
急
変
せ
ず
、
入
院
せ
ず
、

最
後
ま
で
自
宅
で
過
ご
せ
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
ど
ん

な
に
弱
っ
て
も
、
自
分
の
生

き
た
い
人
生
を
諦
め
な
い
状

況
を
つ
く
る
こ
と
も
、
私
た

ち
の
大
き
な
存
在
意
義
。
在

宅
高
齢
者
は
適
切
な
ケ
ア
で

入
院
は
減
ら
せ
、
入
院
医
療

費
を
大
幅
に
削
減
で
き
る
。

大
事
な
の
は
発
症
予
防
、
早

期
の
発
見
・
治
療
・
退
院
、

薬
物
療
法
適
正
化
、
食
事
・

栄
養
、
口
腔
ケ
ア
。
骨
折
、

肺
炎
を
防
ぐ
に
は
食
べ
て
太

る
こ
と
。

人
生
の
目
的
が
明
確
な
人

は
、
そ
う
で
な
い
人
よ
り
要

介
護
に
な
り
に
く
い
。
認
知

症
に
な
っ
て
も
進
み
に
く
い
。

人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
生

き
が
い
、
生
き
る
目
的
は
で

き
る
。
喫
煙
や
過
度
の
飲
酒
、

運
動
不
足
、
肥
満
は
死
亡
リ

ス
ク
だ
が
、
一
番
危
な
い
の

は
つ
な
が
り
が
な
い
こ
と
。

社
会
と
の
つ
な
が
り
が
で
き

れ
ば
命
や
健
康
、
生
き
が
い

と
い
う
対
価
が
も
ら
え
る
。

要
介
護
、
認
知
症
だ
か
ら
と

い
っ
て
一
方
的
に
支
え
ら
れ

る
の
で
な
く
、
自
身
も
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
一
員
と
な
る

仕
組
み
を
み
ん
な
で
考
え
て

い
き
た
い
。

医療セミナー②

超
高
齢
社
会
に
求
め
ら
れ
る

地
域
医
療
の
か
た
ち

医
療
法
人
社
団
悠
翔
会

理
事
長
・
診
療
部
長

佐
々
木
淳
氏

佐々木理事長・診察部長

講演する中澤氏
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